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１．何が起きたのか



最大震度

※1 気象庁発表
熊本県、大分県を
震源地とする地震を
対象に抜粋3
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熊本地震

東日本大震災

12h 1day 2day 3day 4day 5day 6day

熊本県熊本地方
14日21時26分頃
M6.5 最大震度7

熊本県熊本地方
15日0時3分頃
M6.4 最大震度6強

熊本県熊本地方
16日1時25分頃
M7.3 最大震度7

１．１．最大震度の時間推移（東日本大震災との比較）
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１．２．避難者数の時間推移（東日本大震災との比較）
熊本地震については県全体の避難者数，東日本大震災については，全国の避難者数

出典：国土交通省「平成２２年度国土交通白書」
（警察庁資料、兵庫県資料を基に国土交通省作成）

出典：熊本県「平成28年熊本地震に関する災害対策本部資料」



凡 例

一般道路 交通規制箇所

高速道路（通行止め）

高速道路（緊急車両等通行可）

○九州縦貫自動車道
・古賀IC－植木IC（16日6:30解除）
・植木IC―八代IC（継続）
・八代IC―えびのIC（16日16時解除）
・えびのIC－栗野IC（16日9:30時解除）

平成28年4月16日18時
時点の
道路交通規制箇所図

１．３．道路交通規制

注：市管理道路の規制箇所は幹線道路以上の路線のみ



警察庁資料

植木IC以南が通行止めの期間
国道3号の渋滞が高速本線上にも延伸

植木IC

国道3号 九州自動車道

熊本中心部

九州自動車道



１．４．都市内の渋滞状況（商用車プローブによるボトルネック検出）

：ボトルネック
※円の半径は速度低下頻度に比例

：主要渋滞箇所※1

注)ボトルネック検出法について
 商用車プローブデータによる15分間リンク速度が10km/h未満の場合を渋滞と判定
 渋滞先頭(下流リンクは非渋滞の状態)となったノードをボトルネック箇所と定義
 ボトルネック箇所の円の半径の大きさは，渋滞先頭となった速度低下頻度に比例 データ提供：富士通交通・道路データサービス
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3

57

3
57
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57

嘉島JCT

九州自動車道
発災時(2016/04/16時点)
植木IC～嘉島JCT間
全面通行止

発災後，
国道3号，国道57号等の
高速道路の並走路線で
路線全体の渋滞が悪化

嘉島JCT

水道町

神水

田井島

水道町

神水

田井島

熊本県庁

熊本市役所

3 3

※1 熊本河川国道事務所記者発表資料（2013年1月25日「地域の主要渋滞箇所」の公表)
の主要渋滞箇所の一部抜粋

熊本市役所

平常時：2016/04/09(土) 発災後：2016/04/16(土)

直後の大渋滞なし
（夜間，安否確認不要，
通信確保）

徒歩避難
後に車移動

深刻なガソリン不足なし
火事なし



２．今後に向けて

－交通管理運用策を中心にー



２．１．幹線道路の確保
至八女IC

松橋IC

バイパス経由

国道501号
菊水IC経由

国道3号経由

平常時高速経由

熊本市役所

植木IC

菊水IC

南関IC

国道501号
南関IC経由

益城熊本
空港IC

南北軸の確保

・15日(金) 広域的な対策調整の場(整備局、県、市、警察等)を設置

・17日(日) 植木 ICでの渋滞緩和のため、料金所ブース(自動収受
機械)に新たに人員を配置

・ 18日(月) 九州道植木 ICの手前の IC(菊水、南関 IC)から熊本市
内への流入分散実施
国道3号線の優先信号制御

・ 19日 8:45 植木IC~益城熊本空港IC間について、緊急車両，物資
輸送車両など通行可

・23日 高速バス通行可



迅速な復旧作業

中央分離帯を切り欠いて車線確保 (安武商店前：北バイパスと東バイパス接続部)

20日19時
拡幅工事終了

画像提供
溝上先生
(熊本大学)



中央分離帯を切り欠いて車線確保
(安武商店前：北バイパスと東バイパス接続部)

安武商店

2車線規制

20日19時
拡幅工事終了
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熊本市内流入旅行時間の推移

[04/14‐18]データ提供：富士通交通・道路データサービス
[04/20‐22] NICT採択課題：多様なデータ融合による災害時のモビリティ支援にて作成

至八女IC

松橋IC

バイパス経由

国道501号
菊水IC経由

国道3号経由

高速経由

熊本市役所

植木IC

菊水IC

南関IC

国道501号
南関IC経由

八女IC→松橋IC益城熊本
空港IC

（min）

八女IC→熊本市役所
（min）

地震前 高速通行止 緊急車通行可

高速通行止め期間
経路旅行時間＞４時間

経路差が大きい
 旅行時間の情報が必要

夜間は混雑なし
 時間推奨の可能性

４時間
本震

4/14 4/15 4/16 4/17 4/18 4/20 4/21 4/22

１時間



（１）混在する車両を区別（わかりやすさ，コンセンサス）
方面別，通過交通  大型車の通過交通の割合は約5割（１）

緊急車(物流車含)と一般車  大型車の割合は約3割（２）

性質の違う車両を空間（異なる経路）と時間（出発時刻）に割り振る

通過交通

（１）データ提供：富士通交通・道路データサービス （２）九州自動車道の災害後平日交通量(4/18‐22)，NEXCO西概算値



（２）優先レーンの可能性
（応急の標示，標識の開発，含む）

（３）信号制御  市内の幹線道路の優先制御の可能性

（４）情報提供（通行実績 ＋ 規制，交通状況）



ばってんの湯

熊本市内の渋滞の例
2016/04/20(水) 18：00‐18：15

２．２．新たな発終点と移動需要への対応

15

グランメッセ

避難所周辺の渋滞の例

市内の温泉施設周辺の渋滞の例

リンク速度(RYG)凡例
：10km/h未満
：10‐20km/h
：20‐30km/h
：30‐40km/h
：40‐50km/h
：50km/h以上

避難所凡例
：避難所アイコン

57

57

33

3

熊本市役所
施設周辺は10km/h未満
まで速度低下

NICT採択課題：多様なデータ融合による災害時のモビリティ支援にて作成

避難所を中心とした新たな需要
＝自宅整理，買物（食料品，生活用品，ガソリン），風呂

駐車場2200台満杯



備蓄
市の地域防災計画（震度６強～７の揺れ１回を想定）
• ３万６５００人の食料２日分（乾パンやアルファ米など約２２万食）
• 水の備蓄，ほとんどなし

避難所
• 自律的な電源を確保

（太陽光，人力など)
• 小規模な通信機能
• 給油設備
• 暖房と冷房
• 衛生設備

通行実績マップ 3/15

（１）備蓄と避難所の充実

（２）バス，乗り合いタクシーの活用 (避難所 風呂屋，スーパー)

各事業者との事前の協定が必要



ここからお回りください

（３）施設の出入り口の工夫

画像提供
溝上先生
(熊本大学)



（４）柔軟な信号制御

多様な情報に基づく柔軟性
柔軟な優先・抑制の介入制御

緑川

加勢川

266

57

市境

市境

平
常
時

災
害
時



２．３．移動体データの活用

（１）道路損傷などの異常事象の早期発見へのアラーム
軌跡には必ず道路損傷
の痕跡が残る
ガセネタの確認（竜神橋）



（２）多様なデータを融合したモニタリング

トリップ経路や出発時刻の選択に有用
救命救急，復旧：現状を知ることが，いかなる場合にも重要

DOMINGO トラフィックスコープ

通行実績＋混雑情報



出典 熊本河川国道事務所ホームページ

熊本西環状道路

中九州横断道路国道3号植木バイパス

熊本天草幹線道路

有明海沿岸道路

新道路
益城熊本空港IC－益城町

２．４．災害時も考慮したネットワーク整備順位



維持管理の優先順位付け（橋梁，跨道橋，跨線橋など）
江津橋，白川橋（道路と橋梁の接続部），寺迫交差点・・・・・・



２．５．事故の防止  災害時はイライラで物損事故が多くなる傾向

円山先生(熊本大学)
提案の標語


